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　感染症流行制御において、その流行ダイナミクスを理解することは必要不可欠である。流行ダイナ
ミクスの理解のためには、数理モデリングによる仮説検定が有用である。しかしながら、流行ダイナ
ミクスの複雑さ、データの欠如および不確実性から、モデルによる解析から答えようとしている疫学
や生物学的な問いに則したスケールのモデリングが必要となる。このモデリングの重要性は、これま
での様々なモデルの数理解析が明らかにしてきた、モデル構造の変化がもたらすダイナミクスの多様
性からも明らかである。解析したい内容に則した適切なモデリングを考えるために、本講演では、感
染症疫学の側面からモデリングを考察し、かつ、応用数学の知見をいかに疫学の問いに答える為に活
用していくかについて、MRSA 院内感染、ノロウイルス、マイコプラズマ肺炎の流行解析等の実例を
交えながら議論したい。
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